
 

うつみ・とくじろう 
 

広島県議会議員、光和物産株式会社社長 

 

経 歴 

生：大正５年（１９１６年）１２月２１日、今津町に生まれる 

没：平成１４年（２００２年）９月２日、享年８７歳 

昭和９年（１９３４年）３月 １７歳 広島県立福山誠之館中学校卒業 

昭和１５年（１９４０年）３月 ２３歳 東京商科大学（現一橋大学）卒業 

昭和１５年（１９４０年）３月 ２３歳 三菱鉱業株式会社（現三菱マテリアル株式会社）東京本社に入社 

昭和１６年（１９４１年）１月 ２４歳 大東亜戦争が始まり、関東軍自動車第三連隊に入隊 

昭和２０年（１９４５年）８月 ２８歳 陸軍大尉で終戦 

昭和２１年（１９４６年）８月 ２９歳 家業の木履製造販売業、内海商店の代表 

昭和２２年（１９４７年）４月～２６年（１９５１年）４月 ３０～３４歳 沼隈郡松永町議会議員 

昭和２３年（１９４８年）５月 ３１歳 松永化学工業株式会社（現マナック株式会社）取締役 

昭和２３年（１９４８年）８月～４１年（１９６６年）１月 ３１～４９歳 松永町農業協同組合組合長 

昭和２４年（１９４９年）６月～２６年（１９５１年）４月 ３２～３４歳 沼隈郡松永町議会副議長 

昭和２５年（１９５０年）１２月～平成８年（１９９６年）１２月 ３３～７９歳 内海商店を広島木履工業株式会社（現広木工業株式会社）に改組、取締役 

昭和２６年（１９５１年）～３８年（１９６３年）４月 ３４～４６歳 広島県議会議員 

昭和２６年（１９５１年） ３４歳 光和物産株式会社設立、代表取締役社長 

昭和２９年（１９５４年）３月～３４年（１９５９年）６月 ３７～４２歳 広島県木履協同組合（現広島県木製はきもの（協））理事長 

昭和３０年（１９５５年）１２月 ３８歳 広島県中小企業団体中央会設立、副会長 

昭和３１年（１９５６年）８月～３４年（１９５９年）５月 ３９～４２歳 松永塩業組合組合長 

昭和３２年（１９５７年）２月～５２年（１９７７年）５月 ４０～６０歳 広島県い業協会設立、会長 

昭和３５年（１９６０年）１１月～平成７年（１９９５年）１２月 ４３～７８歳 備南観光開発株式会社（松永カントリークラブ）設立、代表取締役社長 

昭和３６年（１９６１年）１１月 ４４歳 全国都道府県議長会会長表彰 

昭和４０年（１９６５年）１０月 ４８歳 松永ロータリークラブ設立、副会長 

昭和４１年（１９６６年）２月～５４年（１９７９年）５月 ４９～６２歳 松永市農業協同組合新発足、理事 

昭和４１年（１９６６年）５月～４２年（１９６７年）６月 ４９～５０歳 松永ロータリークラブ会長 



昭和４２年（１９６７年）１１月～５２年（１９７７年）５月 ５０～６０歳 全国い業団体中央会設立、副会長 

昭和４３年（１９６７年）３月～５５年（１９８０年）３月 ５１～６３歳 福山商工会議所副会頭 

昭和４３年（１９６８年）４月～平成１３年（２００１年）６月 ５１～８４歳 株式会社福山グランドホテル設立、取締役 

昭和４４年（１９６９年）４月～５６年（１９８１年）５月 ５２～６４歳 （社）福山法人会副会長 

昭和４４年（１９６９年）６月～平成１１年（１９９９年）６月 ５２～８２歳 松永木材協同組合設立、理事長 

昭和４４年（１９６９年）１０月 ５２歳 光和化成株式会社設立、代表取締役社長 

昭和４５年（１９７０年）１２月～平成８年（１９９６年）６月 ５３～７９歳 広島ホームテレビ設立、取締役 

昭和４７年（１９７２年）６月～５１年（１９７６年）６月 ５５～５９歳 広島経済同友会福山支部支部長 

昭和４９年（１９７４年）１０月 ５７歳 全国農業協同組合中央会会長表彰 

昭和５０年（１９７５年）１月 ５８歳 （学）福山大学設立、理事 

昭和５０年（１９７５年）４月 ５８歳 藍綬褒章受章 

昭和５２年（１９７７年）９月 ６０歳 全国中小企業団体中央会表彰 

昭和５２年（１９７７年）１２月 ６０歳 農林大臣感謝状 

昭和５４年（１９７９年）１１月 ６２歳 広島国税局局長表彰 

昭和５５年（１９８０年）３月 ６３歳 福山商工会議所参与 

昭和５８年（１９８３年）１１月 ６６歳 通商産業大臣表彰 

昭和５９年（１９８４年）５月～平成２年（１９９０年）５月 ６７～７３歳 広島県中小企業団体中央会会長 

昭和６２年（１９８７年）１０月 ７０歳 防衛庁長官感謝状 

平成元年（１９８９年）４月～１４年（２００２年）５月 ７２～８５歳 （学）福山大学副理事長 

平成元年（１９８９年）５月～２年（１９９０年）５月 ７２～７３歳 全国中小企業団体中央会副会長 

平成２年（１９９０年）４月 ７３歳 勲四等旭日小綬章受章 

平成３年（１９９１年）１月～１２年（２０００年）６月 ７４～８３歳 マナック株式会社代表取締役会長 

平成３年（１９９１年）１月 ７４歳 光和化成株式会社取締役会長 

平成５年（１９９３年）７月～１４年（２００２年）６月 ７５～８５歳 （財）松永育英奨学会理事長 

平成７年（１９９５年）１月 ７７歳 光和物産株式会社取締役会長 

平成１４年（２００２年）９月 ８５歳 正六位に叙される 

－ － 松永農業協同組合長 

－ － 松永消防団長 
 

 

生い立ちと学業、業績 

広島県沼隈郡今津町（現福山市今津町）にて内海源助の長男として生まれた。 

昭和９年（１９３４年）福山誠之館中学卒業後、東京商科大学（現一橋大学）に進学し、昭和１５

年（１９４０年）、三菱鉱業株式会社（現三菱マテリアル株式会社）に入杜したが、間もなく応召



され、昭和２１年（１９４６年）、復員帰国した。 

戦後は、家業である内海商店（木履業、製塩業；現広木工業株式会社）を継承していたが、昭

和２２年（１９４７年）、沼隈郡松永町議会議員に当選し、引き続き昭和２６年（１９５１年）には、

広島県議会議員に選出され、その後３期１２年を務める。 

 

その間、昭和２６年（１９５１年）、家業を弟内海唯利に譲り、自身は建材販売商杜として光和物

産株式会社を設立した。 

 

生涯を通して、思い入れが特に強かったのは、松永カントリークラブの設立である。 

まだ、ゴルフというのが珍しかった頃の話である。 

松永地区大谷山にマイクロウェーブの中継基地を建設すべく郵政省の役人を案内したとこ

ろ、「ここにゴルフ場を造れば」という言葉が耳に止まり、この一言が、全ての始まりとなった。 

スポンサー探しに奔走し、自ら出資者を募り、昭和３５年（１９６０年）、ゴルフ場運営会杜、傭南

観光開発株式会社を設立したものの、この間の苦労は終生の語り草であった。 

多くの辛酸をなめながらも、翌昭和３６年（１９６１年）、松永カントリークラブ開場に漕ぎ着け、

今日に至っている訳だが、当時、ゴルフ場造成という博打的な行為は、県議会議員選挙の落

選にも結び付く程の暴挙であった。ゴルフが国体の正式種目になる日が来ようとは、あのとき

誰が想像しただろうか。 

 

松永で製塩業が盛んであったことは、日々記憶が薄れいくところであるが、松永塩業組合の

子会杜として昭和２３年（１９５８年）、松永化学工業株式会社（現マナック株式会社）を設立し

た。 

昭和３５年（１９６０年）、塩田整備法により塩田が姿を消してからも、マナック株式会社は、多く

の人々に支えられ、育てられ、東証二部上場を果たすに至った。 

この間代表取締役会長を１０年余り務めた。 

 

また、広島県中小企業団体中央会には設立から参画、後に会長として中小企業の振興、発

展のために終生を捧げた。 

その功績により、平成２年（１９９０年）には勲四等旭日小綬章を、平成１４年（２００２年）、逝去

後、正六位に叙された。   （鍋島喜八郎、昭和２８年卒） 

 

出典１：『内海得治郎を偲ぶ会パンフレット』、平成１４年１０月８日 

関連情報１：『政治産業文化備後綜合名鑑』、１１２頁、式見静夫編、備後文化出版社刊、昭和３４年９月 
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